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<調査の概要> 

（１）調査地域……昭島市全域 

（２）調査対象……昭島市在住の満18歳以上の個人 

（３）標 本 数……3,000人(男女各1,500人) 

（４）抽出方法……昭島市住民基本台帳に基づく層化二段無作為抽出法 

（５）調査方法……郵送配布、郵送回収 

（６）調査期間……平成30年８月８日（水）～平成30年８月27日（月） 

（７）有効回収率…48.1％ 

 

<調査項目> 

 昭島市 市民意識調査は、次のテーマについて調査した。 
 （１）定住意向  （10）昭島市のまちづくり   

（２）暮らしの満足度  （11）昭島市の将来都市像  
（３）災害対策  （12）少子高齢化        
（４）交通環境  （13）男女共同参画  
（５）日常生活  （14）働き方  
（６）地域活動  （15）国際交流・多文化共生  
（７）生涯学習    （16）市政と市民  
（８）環境  （17）公共施設  
（９）昭島市の水道水  

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 市民意識調査概要版は、平成30年８月に実施した「昭島市 市民意識調査」 

報告書を要約したものです。 

 

（１）集計は小数第２位を四捨五入して算出した。したがって、回答率を合計しても100％にな

らない場合がある。 

（２）回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数ｎとして算出した。したがって、複数

回答の設問は、すべての比率を合計すると100％を超えることがある。 

（３）本文やグラフ・数表上の選択肢表記は、場合によっては語句を簡略化してある。 

（４）ｎ（Number of Casesの略）は比率算出の基数であり、100％が何人の回答者数に相当す

るかを示す。 

 

本概要版を見る際の注意事項 
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回答者の属性 

 

性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

45.0%
女性

54.3%

無回答

0.7%

自営業・事業主

6.0%

会社員

24.7%

教員・公務員

4.6%

会社・団体の役員

1.7%

労働者派遣事業

所の派遣社員

1.5％

パート・アルバイト

15.7%

学生

3.0%

専業主婦・主夫

17.7%

無職

22.5%

その他

1.9%

無回答

0.8%

無回答

  全  体 (1,443)

男性 (650)

女性 (783)

1.7

1.8

6.9

8.3

12.2

12.4

15.2

17.5

12.9

17.4

22.5

19.0

28.5

23.4

0.2

0.3

(%)ｎ

1.7

7.7 12.2 16.4 15.4 20.4 25.9

0.3

(%)

10

代

20

代

30

代

40

代

50

代

60

代

70

代
以
上

　
無

回
答
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１．定住意向 

（１）居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「３年未満」（7.6％）と「３～４年」（3.3％）を合わせた『短期居住者』（10.9％）が約１割、「５

～９年」（9.1％）と「10～19年」（17.3％）を合わせた『中期居住者』（26.4％）が３割近く、「20年以

上」の『長期居住者』（60.4％）は約６割となっている。 

 

（２）定住意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今後とも住み続けたい」（70.8％）が約７割となっている。また、「住み続けたいとは思わない」

（5.1％）は１割に満たない。「どちらともいえない」（21.1％）は２割以上となっている。 

 

（３）住み続けたい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

「便利で暮らしやすいから」（31.8％）が３割以上で最も高かった。以下、「むかしから住んでいる

から」（26.7％）、「生活環境が良いから」（19.1％）、「緑が多く自然環境が良いから」（11.4％）の順に

なっている。  

70.8 5.1 21.1 3.0

ｎ

(1,443)

(%)

今
後

と
も

住

み
続

け
た

い

住
み

続
け

た

い
と

は
思

わ

な
い

ど
ち

ら
と

も

い
え

な
い

無
回

答

31.8 19.1 11.4

0.8 0.1

26.7 5.9 4.3

ｎ

(1,022)

(%)

便
利

で
暮

ら

し
や

す
い

か

ら 生
活

環
境

が

良
い

か
ら

緑
が

多
く

自

然
環

境
が

良

い
か

ら

親
切

で
あ

た

た
か

み
が

あ

る
か

ら

歴
史

や
伝

統

が
あ

る
か

ら

む
か

し
か

ら

住
ん

で
い

る

か
ら

そ
の

他

無
回

答

7.6 3.3 9.1 17.3 60.4

2.5

ｎ

(1,443)

(%)

３

年

未

満

３

４

年

５

９

年

10

19

年

20

年

以

上

無

回

答
～ ～ ～

短期居住者（10.9％） 中期居住者（26.4％）長期居住者（60.4％）
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（４）住み続けたいと思わない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」（30.1％）が約３割で最も高かった。 

選択肢に理由があるなかでは、「買い物や交通が不便だから」（26.0％）、「車や飛行機の騒音がうる

さいから」（16.4％）、「文化的・都会的でないから」（8.2％）の順になっている。 

 

２．暮らしの満足度 

（１）暮らしの満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生活全体」では「満足している」（15.7％）と「まあ満足している」（67.8％）を合わせた『満足

している』（83.5％）は８割以上となっている。一方、「やや不満である」（12.5％）と「不満である」

（1.5％）を合わせた『不満である』（14.0％）は１割半ばとなっている。 

また、『満足している』と回答した割合が高い項目は、「家族」（82.8％）となっている。一方、『不

満である』と回答した割合が高い項目は、「家計の状況」（33.7％）となっている。  

26.0 16.4

2.7

4.1 8.2 30.1 12.3

ｎ

(73)

(%)

買
い

物
や

交

通
が

不
便

だ

か
ら

車
や

飛
行

機

の
騒

音
が

う

る
さ

い
か

ら

自
然

環
境

が

悪
い

か
ら

地
域

に
な

じ

め
な

い
か

ら

文
化

的
・

都

会
的

で
な

い

か
ら

そ
の

他

無
回

答

満足している 不満である

n = (1,443)

家計の状況

仕事

健康

生活全体

家族

住まい

生活環境

人付き合い

12.2

17.1

39.6

29.2

24.7

17.7

15.7

41.4

54.3

43.2

48.9

55.2

62.2

67.8

18.6

20.4

9.5

15.5

13.5

14.3

12.5

7.2

5.1

2.6

3.8

3.7

2.8

1.5

20.5

3.1

5.1

2.6

2.8

3.0

2.6

(%)
13.0 50.5 24.3 9.4 2.8

満
足

し
て

い

る ま
あ

満
足

し

て
い

る

や
や

不
満

で

あ
る

不
満

で
あ

る

無
回

答
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（２）近所付き合いの程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「道であいさつをかわす程度」（35.1％）が３割半ば、「たまに立ち話をする程度」（33.4％）が３割

以上で高かった。以下、「つきあいはほとんどしない」（12.8％）、「日頃から助け合ったり、相談した

りしている」（11.8％）の順になっている。 

 

（３）市のまちづくりへの満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.8 4.0 33.4 35.1 12.8

2.8

ｎ

(1,443)

(%)

日

頃

か

ら

助

け

合
っ

た

り
、

相

談

し

た

り

し

て

い

る

買

い

物

に

行

く

な

ど

気

の

合
っ

た

人

と

親

し

く

つ

き

あ
っ

て

い

る

た

ま

に

立

ち

話

を

す

る

程

度

道

で

あ

い

さ

つ

を

か

わ

す

程

度

つ

き

あ

い

は

ほ

と

ん

ど

し

な

い

無

回

答

生涯学習環境

文化・芸術施設

スポーツ・
レクリエーション環境

子育て環境

高齢者福祉

障害者福祉

教育環境

防犯への取組

交通安全対策

防災対策

健康・医療体制

n = (1,443)

コミュニティ活動の振興

地域交流・連帯 6.0

5.6

6.2

5.1

8.7

7.2

5.2

4.4

7.3

7.8

5.1

7.6

55.9

56.4

55.1

52.7

56.2

53.1

51.0

49.8

52.5

50.3

48.3

48.8

25.8

25.4

24.5

28.8

23.9

21.8

30.8

27.4

22.2

25.2

28.6

26.6

4.9

4.8

7.0

5.4

4.8

5.1

6.2

5.8

5.1

7.4

7.5

6.8

7.3

7.8

7.2

8.0

6.4

12.9

6.7

12.7

12.9

9.3

10.6

10.2

(%)
6.4 55.8 22.7 7.4 7.8

(%)

満
足

し
て
い
る

ま
あ

満
足
し
て

い
る

や
や

不
満
で
あ

る

不
満

で
あ
る

無
回

答

満足している 不満である

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
安
全
・
安
心

健
康
と
福
祉

教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
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「まちづくり全体」では「満足している」（7.7％）と「まあ満足している」（60.2％）を合わせた『満

足している』（67.9％）は７割近くとなっている。一方、「やや不満である」（22.7％）と「不満である」

（3.0％）を合わせた『不満である』（25.7％）は２割半ばとなっている。 

また、『満足している』と回答した割合が高い項目は、「緑や水辺の豊かさ」（86.9％）、「上下水道・公

園整備」（81.7％）、「ごみ処理」（80.9％）となっている。一方、『不満である』と回答した割合が高い項

目は、「騒音、振動」（51.8％）、「バス交通の便」（41.3％）、「レジャー・観光の環境」（38.5％）となっ

ている。  

n = (1,443)

緑や水辺の豊かさ

騒音、振動

住まいの日照・風通し

バス交通の便

道路の交通の便

公営・公団住宅

斎場

ごみ処理

上下水道・公園整備

まちなみの美しさ

鉄道交通の便

買い物の便

レジャー・観光の環境

まちづくり全体

7.8

23.4

23.9

22.9

11.4

20.5

10.3

11.5

8.6

6.5

26.9

8.3

7.7

36.1

54.2

57.0

58.8

57.4

50.5

42.6

53.2

53.9

51.6

51.2

44.6

60.2

32.2

14.4

12.2

11.7

21.2

17.9

30.6

23.0

19.2

22.9

14.1

31.9

22.7

19.6

4.0

3.1

1.3

3.9

6.4

10.7

6.2

3.7

6.1

4.9

6.6

3.0

4.3

4.0

3.8

5.3

6.1

4.6

5.8

6.1

14.6

12.8

2.8

8.6

6.4

(%)
30.6 56.3 7.4

1.2

4.5

満
足

し
て
い
る

ま
あ

満
足
し
て

い
る

や
や

不
満
で
あ

る

不
満

で
あ
る

無
回

答

環
境

都
市
基
盤

産
業

満足している 不満である
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３．災害対策 

（１）市が力を入れるべき災害対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食料・飲料水・毛布等、非常用物資を十分に備蓄しておく」（59.5％）が約６割で最も高かった。

以下、「災害時に正確・迅速な情報を伝達する」（46.9％）、「災害に強いライフライン（電気・ガス・

水道など）を整備する」（45.0％）、「避難場所となる学校や病院などの公共・公益施設の安全性を高め

る」（38.0％）の順になっている。 

 

  

防災ボランティアの育成や他都市との相互応援
体制を整備し、災害時に受け入れる

その他

無回答

n=(1,443)  

食料・飲料水・毛布等、非常用物資を
十分に備蓄しておく

災害時に正確・迅速な情報を伝達する

災害に強いライフライン
(電気・ガス・水道など）を整備する

避難場所となる学校や病院などの
公共・公益施設の安全性を高める

災害に弱い高齢者・障害者などの
避難・救援体制を充実させる

緊急時の負傷者・病人などの
救急・救命体制を整える

狭い道路を広くするなど、
避難道路を整備する

建物の不燃化・耐震化を進める

貯水槽や防火用水を十分に確保し、
消防車や給水車を充実させる

自主防災組織を整備・充実させる

パンフレット等で市民の防災意識を高めたり、
防災訓練を実施したりする

59.5

46.9

45.0

38.0

23.3

19.7

15.7

10.7

8.5

6.7

4.0

3.2

1.7

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)
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４．交通環境 

（１）日常の移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「電車」（71.4％）が７割以上で最も高かった。以下、「自家用車」（54.7％）、「自転車」（53.6％）、

「徒歩」（52.1％）の順になっている。 

 

（２）最寄り駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

「昭島駅」（36.9％）が４割近くで最も高かった。以下、「中神駅」（26.7％）、「拝島駅」（14.2％）、

「東中神駅」（11.9％）の順になっている。 

 

（３）最寄り駅までの移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「徒歩」（80.3％）が約８割で突出して高かった。以下、「自転車」（33.2％）、「路線バス」（11.0％）

の順になっている。 

n=(1,443)  

電車

自家用車

自転車

徒歩

路線バス

A バス

バイク（原付含む）

シルバーカー

その他

無回答

71.4

54.7

53.6

52.1

22.0

8.1

2.6

0.3

1.3

0.6

0 20 40 60 80 (%)

n=(1,030)  

徒歩

自転車

路線バス

自家用車

A バス

バイク（原付含む）

シルバーカー

その他

無回答

80.3

33.2

11.0

7.4

3.5

0.6

0.1

0.6

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 (%)

4.7 11.9 26.7 36.9 14.2

1.5 2.1

2.0

ｎ

(1,030)

(%)

西

立

川

駅

東

中

神

駅

中

神

駅

昭

島

駅

拝

島

駅

西

武

立

川

駅

そ

の

他

無

回

答
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（４）最寄り駅までの移動時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「15分未満」（70.6％）が約７割で最も高かった。次いで、「15分以上30分未満」（26.3％）が高く

なっている。 

 

（５）交通環境の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「満足している」と「まあ満足している」を合わせた『満足している』と回答した割合が高い項目

は、「交通安全施設の整備」（75.2％）、「電車の本数や接続」（68.9％）となっている。 

一方、「やや不満である」と「不満である」を合わせた『不満である』と回答した割合が高い項目は、

「歩道」（47.4％）、「バスの運行路線」（44.5％）となっている。 

満足している 不満である

70.6 26.3

1.6 0.2

1.4

ｎ

(1,030)

(%)

15

分

未
満

15

分

以
上

30

分
未

満

30

分

以
上

１

時
間

未

満

 

1

時

間
以

上

無

回

答

電車の本数や接続

交通安全施設の整備

目的地での駐車場の確保

違法駐車の取り締まり

目的地での駐輪場の確保

放置自転車対策

市内の交通の流れ

道路

歩道

バスの運行路線

n = (1,443)

8.2

7.6

6.6

6.3

6.2

8.0

8.2

11.9

11.2

54.5

41.1

41.9

50.9

52.0

52.5

56.2

57.0

64.0

27.0

36.9

32.1

27.4

23.6

24.3

21.5

18.8

15.7

5.4

10.5

12.4

4.9

8.3

4.9

5.1

6.2

3.9

4.9

3.9

7.1

10.6

9.8

10.4

9.0

6.0

5.3

(%)
8.0 56.2 27.0 4.2 4.7

(%)

満
足

し
て

い

る ま
あ

満
足

し

て
い

る

や
や

不
満

で

あ
る

不
満

で
あ

る

無
回

答
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５．日常生活 

（１）平日の行動範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「昭島市内」と回答した割合が高い項目は、「食料品・日用品の買い物」（77.9％）、「病院や診療所」

（67.4％）となっている。また、「昭島市以外の多摩の市町村」と回答した割合が高い項目は、「嗜好

品や高価な物の買い物」（27.5％）、「仕事・学校」（23.9％）となっている。 

一方、「特に決めていない」と回答した割合が高い項目としては、「スポーツ・レジャーなどの趣

味・娯楽」（29.9％）、「文化・教養などの趣味・娯楽」（29.0％）となっている。 

 

（２）土日祝日の行動範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「昭島市内」と回答した割合が高い項目は、「食料品・日用品の買い物」（65.3％）、「病院や診療所」

（55.6％）となっている。また、「昭島市以外の多摩の市町村」と回答した割合が高い項目としては、

「嗜好品や高価な物の買い物」（28.3％）となっている。 

一方、「特に決めていない」と回答した割合が高い項目は、「スポーツ・レジャーなどの趣味・娯楽」

（38.5％）、「文化・教養などの趣味・娯楽」（34.9％）となっている。  

病院や診療所

嗜好品や高価な物の買い物

レストラン・飲食店の利用

文化・教養などの趣味・娯楽

スポーツ・レジャーなどの趣味・娯楽

n = (1,443)

仕事・学校

食料品・日用品の買い物 65.3

14.3

32.1

18.2

17.7

55.6

12.3

28.3

18.7

11.5

10.6

9.5

0.6

9.2

4.6

11.0

4.6

1.5

0.6

1.8

1.5

3.0

6.9

0.3

14.1

30.6

31.7

34.9

38.5

14.8

1.5

8.5

4.5

13.2

13.9

10.3

5.7

7.3

6.8

8.1

7.7

8.1

(%)
21.3 12.2 4.2

1.7

6.4 41.4 12.8

(%)

昭
島

市
内

昭
島

市
以

外

の
多

摩
の

市

町
村

区
部

都
外

特
に

決
め

て

い
な

い

そ
の

よ
う

な

行
動

を
し

て

い
な

い

無
回

答

レストラン・飲食店の利用

文化・教養などの趣味・娯楽

スポーツ・レジャーなどの趣味・娯楽

病院や診療所

n = (1,443)

仕事・学校

食料品・日用品の買い物

嗜好品や高価な物の買い物

77.9

17.9

43.6

23.5

23.8

67.4

7.7

27.5

14.6

12.1

10.4

13.7

1.0

7.8

4.9

10.5

4.2

3.0

0.1

1.5

1.0

2.1

5.0

0.7

8.0

27.7

24.0

29.0

29.9

9.3

2.2

12.1

8.0

17.0

20.7

2.6

3.1

5.5

3.9

5.8

6.0

3.3

(%)
23.7 23.9 11.0 4.2

2.8

23.8 10.5

(%)

昭

島

市

内

昭

島

市

以

外

の

多

摩

の

市

町

村

区

部

都

外

特

に

決

め

て

い

な

い

そ

の

よ

う

な

行

動

を

し

て

い

な

い

無

回

答
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（３）買い物の困難さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「感じている」（5.3％）と「やや感じている」（16.9％）を合わせた『感じている』（22.2％）が２

割以上となっている。一方、「あまり感じていない」（48.1％）と「全く感じていない」（27.7％）を合

わせた『感じていない』（75.8％）が７割半ばとなっている。 

 

 

（４）買い物の困難な方に必要な対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「宅配サービスや電話で注文できる出前サービス」（33.5％）が３割以上で最も高かった。以下、

「きめ細かいＡバス路線の設定」（17.3％）、「商店街の活性化」（16.1％）、「買い物代行サービス」

（15.9％）、「店舗などまでの送迎サービス」（15.8％）の順になっている。 

 

  

5.3 16.9 48.1 27.7

2.0

ｎ

(1,443)

(%)

感
じ

て
い

る

や
や

感
じ

て

い
る

あ
ま

り
感

じ

て
い

な
い

全
く

感
じ

て

い
な

い

無
回

答

感じている（22.2％）    感じていない（75.8％） 

n=(1,443)  

宅配サービスや電話で注文できる出前サービス

きめ細かいAバス路線の設定

商店街の活性化

買い物代行サービス

店舗などまでの送迎サービス

店舗の出張・移動販売

店舗の誘致

近居の親族などによる買い物

その他

特にない

無回答

33.5

17.3

16.1

15.9

15.8

11.1

10.7

2.3

2.0

4.9

23.8

0 10 20 30 40 (%)
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６．地域活動 

（１）最近一年間の参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「週に１回以上参加している」と「月に１回以上参加している」と「年に数回参加している」を合

わせた『参加している』と回答した割合が高い項目は、「地域イベント活動」（29.3％）、「自治会・老

人クラブ活動」（20.0％）、「スポーツ・レクリエーション活動」（18.1％）となっている。  

サロン活動

NPO活動

国際交流活動

その他

アダプト活動

消費者活動・女性団体活動

公共施設管理運営活動

スポーツ・レクリエーション活動

福祉活動

生涯学習活動

地域イベント活動

環境保全活動

青少年育成活動

防災活動

防犯活動、交通安全活動

ＰＴＡ・父母会活動

n = (1,443)

自治会・老人クラブ活動

0.5 

0.3 

0.4 

0.3 

1.4 

3.0 

0.7 

0.9 

0.8 

0.2 

0.3 

5.7 

0.6 

0.3 

0.0 

0.3 

1.1

0.5

0.6

1.7

1.2

4.9

1.5

1.7

1.2

0.6

0.4

3.3

1.2

0.1

0.1

0.1

4.2

8.5

6.3

7.7

3.5

7.2

27.1

8.5

5.9

1.3

1.6

9.1

3.5

0.8

1.1

0.1

87.9

85.4

87.3

82.7

88.5

79.3

65.6

83.4

86.1

92.0

91.5

76.9

89.2

93.2

93.1

30.8

6.2

5.3

5.3

7.6

5.5

5.6

5.2

5.6

5.9

6.0

6.2

5.1

5.5

5.5

5.7

68.8

(%)

1.2

6.0 12.8 61.3 18.6

(%)

週
に

1
回
以
上

参
加

し
て

い
る

月
に

1
回
以
上

参
加

し
て

い
る

年
に

数
回
参
加

し
て

い
る

参
加

し
て
い
な

い

無
回

答

参加している
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（２）今後の参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「参加したい」と「できれば参加したい」を合わせた『参加したい』と回答した割合が高い項目は、

「生涯学習活動」（42.0％）、「地域イベント活動」（37.7％）、「スポーツ・レクリエーション活動」

（37.2％）となっている。 

  

参加したい        参加したくない 

自治会・老人クラブ活動

青少年育成活動

防災活動

防犯活動、交通安全活動

n = (1,443)

環境保全活動

アダプト活動

消費者活動・女性団体活動

公共施設管理運営活動

ＰＴＡ・父母会活動

福祉活動

生涯学習活動

地域イベント活動

その他

スポーツ・レクリエーション活動

サロン活動

NPO活動

国際交流活動

2.4

2.8

2.4

1.5

2.9

9.2

7.1

3.1

2.3

1.2

0.8

9.2

2.8

1.9

2.1

0.3

15.9

25.5

22.2

9.7

25.3

32.8

30.6

30.8

24.4

10.9

12.5

28.0

20.0

15.1

16.1

2.2

27.4

29.6

31.2

25.5

29.6

21.5

25.1

27.6

30.7

33.3

34.5

23.4

30.1

30.6

29.0

9.5

42.2

31.0

32.5

49.0

30.6

25.8

27.0

27.7

31.5

43.0

40.3

28.6

36.0

41.2

41.3

17.5

12.1

11.0

11.7

14.3

11.6

10.7

10.3

10.8

11.2

11.6

11.9

10.8

11.1

11.2

11.4

70.4

(%)
4.7 22.0 29.2 35.7 8.3

(%)

参

加

し

た

い

で

き

れ

ば

参

加

し

た

い

で

き

れ

ば

参

加

し

た

く

な

い

参

加

し

た

く

な

い

無

回

答
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（３）重点を置いて維持すべき地域活動 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）で自治会・老人クラブ活動に『参加している』と回答した289人に、重点を置いて維持すべき

地域活動について聞いたところ、「高齢者・児童の見守り活動」（41.5％）が４割以上で最も高かった。

以下、「防災への取組」（33.6％）、「お祭りやイベント」（31.1％）、「回覧板の各戸配布や掲示板の管理」

（28.4％）の順になっている。 

 

  

回覧板の各戸配布や掲示板の管理

趣味の教室や地域交流拠点の充実

清掃活動や花壇の設置などの
環境美化、資源回収

防犯パトロール

高齢者や障害者への福祉活動

n=(289)  

高齢者・児童の見守り活動

防災への取組

お祭りやイベント

無回答

ウォーキング・ラジオ体操・運動会など

地域内の交通安全対策

赤十字や赤い羽根等の募金活動

会員への慶弔事業など

その他

41.5

33.6

31.1

28.4

22.1

20.8

18.3

18.3

12.5

9.3

2.8

1.7

2.1

10.4

0 10 20 30 40 50 (%)
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７．生涯学習 

（１）市が力を入れるべき文化・芸術施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「様々な文化・芸術活動やイベントの情報提供」（32.6％）が３割以上で最も高かった。以下、「文

化・芸術作品の鑑賞機会の提供」（26.2％）、「文化・芸術活動を行う場所と発表の場所の提供」、「郷土

芸能まつりなど市に伝わる郷土芸能の保全・活用」（ともに20.4％）、「文化・芸術に関する講座や教室

の充実」（20.3％）の順になっている。 

 

  

文化・芸術活動を行う場所と
発表の場所の提供

郷土芸能まつりなど市に伝わる
郷土芸能の保全・活用

文化・芸術に関する講座や教室の充実

歴史、文化などの教養の向上を
目標とした学習機会の提供

アキシマクジラに関する
展示や講演などのイベント

n=(1,443)  

様々な文化・芸術活動や
イベントの情報提供

文化・芸術作品の鑑賞機会の提供

文化財巡りや講演会など
文化財の保護・活用

芸術家作品展など芸術活動への支援

その他

無回答

32.6

26.2

20.4

20.4

20.3

12.1

11.9

7.6

4.5

1.9

12.8

0 5 10 15 20 25 30 35 (%)
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（２）生涯スポーツ社会の実現に向けて関心があること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ウォーキングや体操など、健康のためのスポーツ」（50.5％）が約５割で最も高かった。以下、

「親子向けや中高年向けなどのスポーツ教室の開催」（25.8％）、「市民が参加できるスポーツフェス

ティバルなどのイベントの開催」（20.0％）の順になっている。 

  

n=(1,443)  

ウォーキングや体操など、
健康のためのスポーツ

親子向けや中高年向けなどの
スポーツ教室の開催

市民が参加できる
スポーツフェスティバルなどの

イベントの開催

プロスポーツの観戦や
パブリックビューイングの開催

東京２０２０オリンピック・パラリンピック
に関連するスポーツイベントなどの開催

スポーツ選手やスポーツチームとの
交流・応援団の結成など

ラグビーワールドカップ２０１９に
関連するスポーツイベントなどの開催

その他

特にない

無回答

50.5

25.8

20.0

18.6

17.4

8.2

2.7

2.8

11.9

4.8

0 10 20 30 40 50 60

(%)
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８．環境 

（１）市が力を入れるべき環境施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３Ｒ：発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、再生利用（リサイクル） 

 

「多摩川、玉川上水、湧水、地下水など地域の水環境を大切にする」（72.0％）が７割以上で最も高

かった。以下、「騒音や大気汚染、水質汚濁など、公害の発生源に対する対策を進める」（37.1％）、

「豊かな緑や動植物を守り、生物多様性の保全を進める」（33.6％）の順になっている。 

n=(1,443)  

多摩川、玉川上水、湧水、地下水など
地域の水環境を大切にする

騒音や大気汚染、水質汚濁など、
公害の発生源に対する対策を進める

豊かな緑や動植物を守り、
生物多様性の保全を進める

循環型社会の形成に向け、
３Ｒの普及啓発、支援を進める

再生可能エネルギーの活用や
エネルギー循環

（雨水の地下浸透など）を推進する

環境負荷低減に配慮したごみの
適正処理とごみ減量を進める

環境に配慮した開発を行う

温室効果ガスの排出抑制等、
地球環境に配慮した対策を進める

環境問題に関する教育や
情報提供を推進する

環境保全のために組織づくりや
団体等への支援をする

その他

無回答

72.0

37.1

33.6

26.5

24.7

19.7

15.5

11.7

9.1

4.4

2.4

4.0

0 20 40 60 80

(%)
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９．昭島市の水道水 

（１）おいしい水の供給を維持するために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地下水が汚れないように規制する」（28.4％）が３割近くで最も高かった。以下、「節水を心がけ

る」（27.7％）、「雨水を地下に浸透させる」（9.4％）、「雨水をトイレなどにもっと利用する」（9.0％）

の順になっている。 

一方、「昭島市の水道が深層地下水100％だということを知らなかった」（6.5％）は１割未満となっ

ている。 

  

27.7 9.4 9.0 6.9 28.4

0.6

5.4 6.5 6.1

ｎ

(1,443)

(%)

節

水

を

心

が
け

る

雨

水

を

地

下
に

浸

透

さ
せ

る 雨

水

を

ト

イ
レ

な

ど

に

も
っ

と

利

用
す

る

森

林

ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア

な

ど
、

森

林

資
源

に

貢

献
す

る 地

下

水

が

汚
れ

な

い

よ
う

に

規

制

す

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

昭

島

市

の

水
道

が

深

層
地

下

水

1

0

0
％

だ

と

い
う

こ

と

を

知

ら
な

か
っ

た

無

回

答
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１０．昭島市のまちづくり 

（１）昭島市の魅力・誇り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「深層地下水100％の水道水」（71.8％）が７割以上で最も高かった。以下、「国営昭和記念公園」

（53.4％）、「くじら祭」（22.1％）、「JR昭島駅北側の商業施設」（21.9％）、「アキシマクジラ」（21.3％）

の順になっている。 

 

 

 

  

JR拝島駅及び周辺の景観

JR東中神駅及び立川基地跡地昭島地区の景観

多摩川梨

昭島ブランド・フードグランプリ

大規模製造業を含む先端産業

中神の獅子舞

市民朝市

その他

特にない

無回答

下の川

市のキャラクター（アッキー＆アイラン、ちかっぱー）

ダルマ市

郷土芸能まつり

拝島のフジ

大日如来坐像（大日堂）

市営昭和公園

拝島日吉神社の榊祭

産業まつり

n=(1,443)  

深層地下水100 ％の水道水

国営昭和記念公園

くじら祭

JR昭島駅北側の商業施設

アキシマクジラ

玉川上水

多摩川河川敷

湧水

71.8

53.4

22.1

21.9

21.3

13.7

12.4

12.0

9.1

8.4

5.2

4.0

2.8

2.6

2.0

2.0

1.9

1.5

1.4

1.4

0.7

0.6

0.6

0.3

1.7

1.2

1.9

0 20 40 60 80(%)
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（２）改善すべき地域の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「夜間における路上などの防犯面での不安」（28.2％）が３割近くで最も高かった。以下、「商店が

少ないことによる買い物の不便」（17.4％）、「道路未整備による交通利便性」（13.1％）、「車の往来や

駐停車による騒音、振動、排気ガスや路上の危険性」（13.0％）の順になっている。 

 

 

  

n=(1,443)  

夜間における路上などの防犯面での不安

商店が少ないことによる買い物の不便

道路未整備による交通利便性

車の往来や駐停車による
騒音、振動、排気ガスや路上の危険性

住宅ばかりで活気や
賑わいがない地域の状況

公園や集会所など
コミュニティの場の少なさ

水辺や緑などの自然環境の減少

ビルや住宅、電柱や屋外広告物の乱立
などによる無秩序なまちなみ

マンションやビルなど
による眺望、日照などの障害

災害時の懸念と
なっている建物の密集

工場・倉庫などの操業による
騒音、振動、悪臭など

商業店舗などの立地による
騒音、違法駐輪・駐車や人の混雑など

その他

特にない

無回答

28.2

17.4

13.1

13.0

12.3

11.1

11.0

8.7

7.0

6.8

3.3

3.0

9.6

12.5

4.3

0 5 10 15 20 25 30

(%)
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（３）必要な施設、維持すべき施設（交通安全・防災防犯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「街路灯・防犯灯」（39.2％）が４割近くで最も高かった。以下、「歩道」（25.7％）、「信号機、カー

ブミラーなどの道路施設」（21.9％）、「自宅付近の生活道路」（17.2％）、「駐在所・派出所」（16.6％）

の順になっている。 

 

（４）必要な施設、維持すべき施設（市民交流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「公民館・コミュニティセンター」（27.7％）が３割近くで最も高かった。以下、「公園」（20.0％）、

「スポーツ施設」（19.4％）の順になっている。 

一方、「特にない」（20.5％）は約２割となっている。 

  

n=(1,443)  

街路灯・防犯灯

歩道

信号機、カーブミラーなどの道路施設

自宅付近の生活道路

駐在所・派出所

防火用水・消化栓

駐輪場

駐車場

その他

特にない

無回答

39.2

25.7

21.9

17.2

16.6

9.6

7.4

7.1

2.5

12.0

3.3

0 10 20 30 40 50 (%)

6.2 27.7 20.0 19.4

2.0

20.5 4.2

ｎ

(1,443)

(%)

自

治

会

集

会

所

公

民

館

・

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

セ

ン

タ
ー

公

園

ス

ポ
ー

ツ

施

設

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答
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（５）必要な施設、維持すべき施設（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「放課後の子どもの居場所となる施設」（38.4％）が４割近くで最も高かった。以下、「保育所・幼

稚園」（21.6％）、「小学校・中学校」（9.8％）の順になっている。 

一方、「特にない」（15.9％）は１割半ばとなっている。 

 

 

（６）必要な施設、維持すべき施設（生活利便） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特にない」（22.5％）が２割以上で最も高かった。 

具体的に挙げられたものの中では、「バス停留所」（21.7％）、「市役所の出張所・連絡所」（21.3％）、

「Wi-Fi環境が充実した施設」（20.4％）の順になっている。 

 

  

21.6 9.8 7.9 38.4

1.2

15.9 5.1

ｎ

(1,443)

(%)

保

育

所

・

幼

稚

園

小

学

校

・

中

学

校

児

童

館

放

課

後

の

子

ど

も

の

居

場

所

と

な

る

施

設 そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

21.7 8.7 21.3 20.4

2.1

22.5 3.3

ｎ

(1,443)

(%)

バ

ス

停

留

所

ポ

ス

ト

・

公

衆

電

話

市

役

所

の

出

張

所

・

連

絡

所 W

i
‐

F

i

環

境

が

充

実

し

た

施

設

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答
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（７）空き家対策への考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「行政が積極的に所有者を探し出し、管理責任を促す」（30.9％）が約３割で最も高かった。以下、

「賃貸借物件として行政がマッチングをする」（20.1％）、「子育てや見守りのための施設として、利活

用する」（13.3％）、「管理不行届きにより、周囲の方に危険な状態になったケースのみ、行政が対応す

る」（13.1％）の順になっている。 

 

  

行
政
が
積
極
的
に
所
有
者
を
探
し
出

し
、

管
理
責
任
を
促
す

賃
貸
借
物
件
と
し
て
行
政
が
マ
ッ

チ
ン

グ
を
す
る

子
育
て
や
見
守
り
の
た
め
の
施
設
と
し

て
、

利
活
用
す
る

近
隣
自
治
会
に
管
理
を
委
託
し
、

拠
点

と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う

相
談
窓
口
を
設
置
し
、

専
門
家
に
つ
な

ぐ
体
制
を
つ
く
る

管
理
不
行
届
き
に
よ
り
、

周
囲
の
方
に

危
険
な
状
態
に
な
っ

た
ケ
ー

ス
の
み
、

行
政
が
対
応
す
る

土
地
や
建
物
は
個
人
の
資
産
で
あ
る
の

で
、

行
政
は
原
則
不
介
入
と
す
る

そ
の
他

無
回
答

30.9 20.1 13.3

3.2

11.9 13.1

1.8 1.2

4.5

ｎ

(1,443)

(%)
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１１．昭島市の将来都市像 

（１）まちづくりの方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「交通、買い物など便利で、住まい・暮らしを大切にするまち」（44.8％）が４割半ばで最も高かっ

た。以下、「身近なところで自然に触れられる緑豊かなまち」（31.4％）、「子どもや高齢者などが共に

生き、心通わせるふれあいのあるまち」（27.2％）、「道路・下水道などが整備され、災害にも強い防災

のまち」（23.9％）、「教育・文化活動やスポーツなどが充実する教育・健康のまち」（22.7％）の順に

なっている。 

 

（２）まちづくりのためのキーワード 

 

以下のような言葉を含んだキーワードが多く寄せられていた。 

 

・水 

・緑/自然 

・安全/安心/防災/治安 

・やさしい 

・子育て/子ども 

・福祉/高齢者 

・暮らしやすい/住みやすい 

・便利/利便性 

・バリアフリー 

  

n=(1,443)  

交通、買い物など便利で、
住まい・暮らしを大切にするまち

身近なところで自然に
触れられる緑豊かなまち

子どもや高齢者などが共に生き、
心通わせるふれあいのあるまち

道路・下水道などが整備され、
災害にも強い防災のまち

教育・文化活動やスポーツなどが
充実する教育・健康のまち

農業・工業・商業、それぞれが
活力にあふれた産業のまち

歴史を大切にし、調和のある
まちなみの美しい文化のまち

障害者などを大切にし、
ボランティア活動の盛んな福祉のまち

雨水利用やリサイクル活動など
環境に配慮するまち

その他

無回答

44.8

31.4

27.2

23.9

22.7

7.8

7.3

7.0

6.6

2.8

3.2

0 10 20 30 40 50

(%)
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１２．少子高齢化 

（１）子育てしやすい環境づくりのために重要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「妊娠・出産・子育てに対する家族や職場の理解や協力」（41.4％）と「児童手当や保育無償化など

の経済的支援」（41.2％）が４割以上で高かった。以下、「延長保育、一時預かりの拡充など保育サー

ビスの充実」（27.9％）、「医療機関や病児・病後児保育施設などの充実」（22.2％）、「子どもがのびの

びと遊べる公園や子ども向け施設など魅力的な遊び場の整備」（19.5％）の順になっている。  

無回答

駅のバリアフリー化など
公共交通機関での外出のしやすさ

子育て世帯への住宅支援

子育てや子どもの発達に関する
相談窓口の充実

全ての人に家事･育児への
参画を促す啓発

その他

育児休業制度や短時間勤務制度などの
職場環境の整備

教育環境の充実

不妊治療・不育治療への助成制度

育児中の親同士が交流できる場所の充実

妊婦検診や産後ケアなど、
産前・産後の妊産婦に対する支援

児童手当や保育無償化などの
経済的支援

延長保育、一時預かりの拡充など
保育サービスの充実

医療機関や病児・病後児保育施設
などの充実

子どもがのびのびと遊べる公園や
子ども向け施設など

魅力的な遊び場の整備

子どもの見守り体制など
安全・安心な地域づくり

n=(1,443)  

妊娠・出産・子育てに対する
家族や職場の理解や協力 41.4

41.2

27.9

22.2

19.5

16.8

15.9

13.4

11.4

11.4

10.7

10.7

8.9

6.7

5.4

3.3

4.1

0 10 20 30 40 50
(%)
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（２）高齢者にとって重要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「年金制度の充実」（45.2％）が４割半ばで最も高かった。以下、「医療制度・医療施設の充実」

（35.1％）、「特別養護老人ホームなど施設介護サービスの充実」（26.1％）、「雇用の機会の拡充」

（25.0％）、「訪問診療・往診など在宅医療の充実」（22.7％）の順になっている。 

  

n=(1,443)  

年金制度の充実

医療制度・医療施設の充実

特別養護老人ホームなど
施設介護サービスの充実

雇用の機会の拡充

訪問診療・往診など在宅医療の充実

スポーツ、趣味活動や教養講座など
生きがい対策の充実

ホームヘルプサービスなど
在宅介護サービスの充実

高齢者向け住宅の建設など
住宅対策の充実

気軽に使える移送サービスの充実

地域で高齢者を見守る体制の充実

経験と能力を生かした
社会奉仕活動の促進

相談員など相談機関の充実

高齢者が利用する施設のバリアフリー化、
低床バスなどの導入の推進

介護予防体操などの指導者を
高齢者の集いの場へ派遣

ゴミ出しなどのボランティア活動の促進

その他

無回答

45.2

35.1

26.1

25.0

22.7

18.7

17.9

16.9

15.9

13.0

13.0

9.9

7.0

5.3

3.1

1.9

2.1

0 10 20 30 40 50

(%)
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（３）高齢者や障害者が安全に外出できるよう市が力を入れるべき施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「誰もが入りやすく、使いやすい公共の建物づくり」（24.4％）が２割半ばで最も高かった。以下、

「安全でからだに負担が少ない乗り場づくり」、及び「安全・快適に移動できる道路づくり」（ともに

19.8％）、「気軽な声かけや助け合いをする思いやり」（19.1％）の順になっている。 

 

１３．男女共同参画 

（１）女性の社会参画や地位向上に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家事・育児・介護等に関する男性の参画や社会環境の整備」（31.3％）が３割以上で最も高かった。

以下、「男女の性による役割分担の意識や、社会制度・慣行の見直し」（27.3％）、「長時間労働の削減

等の働き方改革、ワーク・ライフ・バランスの実現」（24.9％）、「非正規雇用労働者の処遇改善、正社

員への転換の支援」（18.2％）の順になっている。  

24.4 19.8 19.8 7.9 19.1

1.22.4

5.5

ｎ

(1,443)

(%)

誰
も

が
入
り
や

す

く
、

使
い
や
す

い
公

共
の

建
物
づ
く

り

安
全

で
か
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だ

に
負

担
が

少
な
い
乗

り
場

づ
く

り

安
全

・
快
適
に

移
動

で
き

る
道
路
づ

く
り

様
々

な
人
が
自

由
に

交
流

で
き
る
公

園
づ
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り

気
軽

な
声
か
け

や
助

け
合

い
を
す
る

思
い

や
り

そ
の

他

特
に

な
い

無
回

答

誰
も

が
入
り
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す

く
、

使
い
や
す

い
公

共
の

建
物
づ
く

り

安
全

で
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に
負
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が
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な
い
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づ
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り
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全

・
快
適
に

移
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で
き

る
道
路
づ

く
り
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々

な
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が
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に

交
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で
き
る
公

園
づ

く
り

気
軽

な
声
か
け

や
助

け
合

い
を
す
る

思
い

や
り

そ
の

他

特
に

な
い

無
回

答

誰
も

が
入
り
や

す

く
、

使
い
や
す

い
公

共
の

建
物
づ
く

り

安
全

で
か
ら
だ

に
負

担
が

少
な
い
乗

り
場

づ
く

り

安
全

・
快
適
に

移
動

で
き

る
道
路
づ

く
り

様
々

な
人
が
自

由
に

交
流

で
き
る
公

園
づ

く
り

気
軽

な
声
か
け

や
助

け
合

い
を
す
る

思
い

や
り

そ
の

他

特
に

な
い

無
回

答

女性に対する暴力の防止及び
被害者の保護等の推進

その他

無回答

男女共同参画に関する
男性の理解の促進

妊娠・出産等に関する健康支援を
含む生涯を通じた女性の健康支援

男女共同参画を推進し多様な選択を
可能にする教育・学習の充実

政策・方針決定過程への
女性の参画拡大

雇用の分野におけるポジティブ・アクション
の推進等による男女間格差の是正

n=(1,443)  

家事・育児・介護等に関する
男性の参画や社会環境の整備

男女の性による役割分担の意識や、
社会制度・慣行の見直し

長時間労働の削減等の働き方改革、
ワーク・ライフ・バランスの実現

非正規雇用労働者の処遇改善、
正社員への転換の支援

31.3

27.3

24.9

18.2

15.7

15.0

11.0

10.0

7.9

6.0

2.1

6.9

0 5 10 15 20 25 30 35
(%)
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１４．働き方 

（１）希望する就労場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市内で働きたい」（28.9％）が３割近くで最も高かった。以下、「仕事場所に特にこだわりはない」

（19.2％）、「今の仕事を退職したら、市内で働きたい」（9.3％）、「市外で働きたい」（6.5％）の順に

なっている。 

一方、「働く予定はない」（22.7％）は２割以上となっている。 

 

 

（２）「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の中で優先したいもの（理想） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭生活を優先」（23.5％）が２割以上で最も高かった。以下、「仕事と家庭生活をともに優先」

（21.9％）、「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先」（13.8％）、「家庭生活と地域・個人の

生活をともに優先」（13.2％）の順になっている。 

  

2.8

23.5 5.1 21.9 4.0 13.2 13.8 15.8

ｎ

(1,443)

(%)
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を
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を
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を
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・
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を
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を
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先 無
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答

28.9 6.5

1.2 0.5

9.3 3.9 19.2 22.7

1.9

5.9

ｎ

(1,443)
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（３）「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の中で優先しているもの（現実） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭生活を優先」（29.7％）が約３割で最も高かった。以下、「仕事を優先」（27.1％）、「仕事と家

庭生活をともに優先」（15.0％）の順になっている。 

 

（４）「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」のバランスをとるために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「長時間労働の削減や福利厚生の充実など職場環境の整備」（41.2％）が４割以上で最も高かった。

以下、「職住近接の環境」（29.6％）、「家族の協力・支援や家庭内の体制づくりなど家庭環境の整備」

（26.2％）、「保育・介護サービスの充実などの育児・介護支援」（24.7％）の順になっている。 

 

  

27.1 29.7 3.7 15.0

1.7

5.3

2.2

15.4

ｎ

(1,443)

(%)

仕

事

を

優

先

家

庭

生

活

を

優

先

地

域

・

個

人

の

生

活

を

優

先

仕

事

と

家

庭

生

活

を

と

も

に

優

先

仕

事

と

地

域

・

個

人

の

生

活

を

と

も

に

優

先

家

庭

生

活

と

地

域

・

個

人

の

生

活

を

と

も

に

優

先

仕

事

と

家

庭

生

活

と

地

域

・

個

人

の

生

活

を

と

も

に

優

先 無

回

答

仕

事

を

優

先

家

庭

生

活

を

優

先

地

域

・

個

人

の

生

活

を

優

先

仕

事

と

家

庭

生

活

を

と

も

に

優

先

仕

事

と

地

域

・

個

人

の

生

活

を

と

も

に

優

先

家

庭

生

活

と

地

域

・

個

人

の

生

活

を

と

も

に

優

先

仕

事

と

家

庭

生

活

と

地

域

・

個

人

の

生

活

を

と

も

に

優

先 無

回

答

n=(1,443)  

長時間労働の削減や福利厚生の
充実など職場環境の整備

職住近接の環境

家族の協力・支援や家庭内の
体制づくりなど家庭環境の整備

保育・介護サービスの充実など
の育児・介護支援

男女平等の意識改革

家事代行サービスなどの家事支援

その他

特にない

無回答

41.2

29.6

26.2

24.7

13.6

8.1

2.2

8.9

5.9

0 10 20 30 40 50
(%)
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１５．国際交流・多文化共生 

（１）在住外国人向け施策推進への考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ある程度推進すべき」（45.8％）が４割半ばで最も高かった。以下、「大いに推進すべき」

（34.8％）、「現状のままでよい」（11.9％）の順になっている。 

 一方、「必要ない」（2.8％）は１割未満となっている。 

 

（２）外国人との交流として望ましいもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生活上のトラブル等を相談できる外国人サポーター制度を創設する」（54.8％）が５割半ばで最も

高かった。以下、「外国人住民が理解しやすい「やさしい日本語」を使った周知・啓発を行う」

（34.1％）、「それぞれの国の文化や風土を紹介できる展示や交流会などのイベントを開催する」

（29.4％）の順になっている。  

34.8 45.8 11.9

2.8 0.8

4.0

ｎ

(1,443)

(%)

大

い

に

推

進

す

べ

き

あ

る

程

度

推

進

す

べ

き

現

状

の

ま

ま

で

よ

い

必

要

な

い

そ

の

他

無

回

答

n=(1,443)  

生活上のトラブル等を相談できる
外国人サポーター制度を創設する

外国人住民が理解しやすい「やさしい日本語」
を使った周知・啓発を行う

それぞれの国の文化や風土を紹介できる
展示や交流会などのイベントを開催する

語学講座（日本語・外国語）を開催する

国際交流センターやサロンなどの
活動拠点を整備し、交流を推進する

ホームステイなど子どもを
中心とした交流を推進する

住民間での交流を促進するため、
国際交流・協力団体等へ支援を行う

海外からの観光客誘致を推進し、
交流へとつなげる

その他

無回答

54.8

34.1

29.4

14.5

11.6

8.7

5.4

5.1

3.1

5.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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（３）海外都市との交流への考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外都市との交流を行う姉妹都市・友好都市協定の締結への考えについて聞いたところ、「自然や歴

史、特色などに共通点がある都市との協定締結を目指す」（25.2％）が２割半ばで最も高かった。以下、

「東京２０２０オリンピック・パラリンピックの事前キャンプ地などホストタウンの取組を進め、将

来的に市民同士の交流につなげる」（21.0％）、「市民同士での交流を基盤とし、協定締結に向けた機運

が醸成してから進める」（13.9％）、「これまでの事業等での交流実績を活かした協定締結を目指す」

（11.2％）の順になっている。 

一方、「進める必要はない」（14.1％）は１割半ばとなっている。 

 

  

国
際
交
流
を
進
め
る
た
め
に
早
急
に
締
結
す
べ

き
で
あ
る

市
民
同
士
で
の
交
流
を
基
盤
と
し
、

協
定
締
結

に
向
け
た
機
運
が
醸
成
し
て
か
ら
進
め
る

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ

ク
の
事
前
キ
ャ

ン
プ
地
な
ど
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
の
取
組
を
進
め
、

将
来
的
に
市
民
同
士
の
交

流
に
つ
な
げ
る

自
然
や
歴
史
、

特
色
な
ど
に
共
通
点
が
あ
る
都

市
と
の
協
定
締
結
を
目
指
す

こ
れ
ま
で
の
事
業
等
で
の
交
流
実
績
を
活
か
し

た
協
定
締
結
を
目
指
す

そ
の
他

進
め
る
必
要
は
な
い

無
回
答

4.9 13.9 21.0 25.2 11.2

1.5

14.1 8.3ｎ

(1,443)

(%)
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１６．市政と市民 

（１）市に関わる情報の入手方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広報あきしま」（87.5％）が９割近くで最も高かった。以下、「自治会等の会合や掲示板・回覧板」

（18.6％）、「家族や知人、近所の人の話」（17.4％）、「あきしま市議会だより」（16.6％）の順になっ

ている。 

 

（２）市民の意見・要望を市政に反映させるために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市民が自由に参加できる懇談会や対話集会などを開催する」（36.0％）が３割半ばで最も高かった。

以下、「各種アンケート調査を実施する」（28.8％）、「モニターを募集し、市政に対する意見などを報

告してもらう」（22.0％）、「計画立案段階でも随時情報を提供する」（20.2％）、「市長への手紙を受け

付ける」（17.2％）の順になっている。  

n=(1,443)  

広報あきしま

自治会等の会合や掲示板・回覧板

家族や知人、近所の人の話

あきしま市議会だより

市公式ホームページ

一般の新聞やテレビ

市民便利帳

市公式ツイッター

市公式動画チャンネル

その他

無回答

87.5

18.6

17.4

16.6

11.3

8.3

2.9

1.2

0.1

1.4

3.4

0 20 40 60 80 100 (%)

n=(1,443)  

市民が自由に参加できる懇談会や
対話集会などを開催する

各種アンケート調査を実施する

モニターを募集し、市政に対する
意見などを報告してもらう

計画立案段階でも随時情報を提供する

市長への手紙を受け付ける

市の計画案などへの
パブリックコメントを受け付ける

各種審議会などで市民委員を公募する

事業実施のための実行委員会を立ち上げる

その他

無回答

36.0

28.8

22.0

20.2

17.2

14.5

11.4

8.7

3.2

6.7

0 10 20 30 40 (%)
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（３）昭島市のまちづくりにおいて、重点的に進めていくべき施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「防犯・防災対策の充実」（37.8％）が４割近くで最も高かった。以下、「高齢社会への対応、高齢

者福祉の充実」（37.6％）、「水や緑など自然環境の保全」（30.6％）、「健康づくりや医療、保険などの

充実」（29.5％）、「児童福祉、子育て支援の充実」（26.7％）、「ごみ処理・リサイクル、節電、省エネ

など地球環境の保全」（22.2％）の順になっている。 

 

１７．公共施設 

（１）昭島市公共施設等総合管理計画の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

「策定されたことを知らなかった」（81.2％）が８割以上で最も高かった。 

一方、「策定されたことは知っているが、内容は読んだことはない」（13.4％）が１割以上、「策定さ

れたことを知っており、内容も読んだことがある」（1.2％）は１割未満となっている。  

1.2

13.4 81.2 4.2

ｎ

(1,443)

(%)

策
定

さ
れ

た

こ
と

を
知
っ

て
お

り
、

内

容
も

読
ん

だ

こ
と

が
あ

る

策
定

さ
れ

た

こ
と

は
知
っ

て
い

る
が
、

内
容

は
読

ん

だ
こ

と
は

な

い 策
定

さ
れ

た

こ
と

を
知

ら

な
か
っ

た

無
回

答

安全で安心な消費生活の向上

男女の性別に関係なく社会で活躍できる環境

道路や駅前広場などの都市基盤整備

心身に障害のある方々に対する福祉の増進

児童福祉、子育て支援の充実

ごみ処理・リサイクル、節電、
省エネなど地球環境の保全

文化・芸術、
スポーツ・レクリエーション活動の振興

幼児教育・学校教育など教育環境の充実

図書館活動の推進

空き家等対策の充実

公共交通の充実

雇用の安定・確保

まちの美化など生活環境の維持向上

n=(1,443)  

防犯・防災対策の充実

高齢社会への対応、高齢者福祉の充実

水や緑など自然環境の保全

健康づくりや医療、保険などの充実

37.8

37.6

30.6

29.5

26.7

22.2

16.6

15.2

13.3

13.2

12.6

12.2

11.7

11.7

11.3

10.9

10.5

0 10 20 30 40 (%)

青少年の健全育成

公民館活動の充実などの生涯学習の充実

国際化の推進

観光まちづくりの推進

文化財の保護や市民文化の育成など
文化の香るまちづくり

住宅の確保、住環境の整備

中小企業労働者の福祉増進

無回答

公園整備や緑化の推進

生活困窮者への支援・保護

市民活動やコミュニティ活動への支援

交通安全対策の充実

情報化の推進

立川基地跡地などの市街地整備

魅力ある都市景観の整備

上下水道の整備

商業や工業、農業などの産業振興

n=(1,443)  

10.5

10.0

9.7

9.5

8.7

8.0

7.8

7.1

7.1

7.0

5.7

5.5

4.0

3.8

3.8

2.4

4.7

0 10 20
(%)
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（２）新施設建設抑制への考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「賛成である」（25.9％）と「どちらかというと賛成である」（47.3％）を合わせた『賛成である』

（73.2％）は７割以上となっている。一方、「どちらかというと反対である」（16.4％）と「反対であ

る」（3.2％）を合わせた『反対である』（19.6％）は約２割となっている。 

 

（３）公共施設の「複合化」や「多機能化」への考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「賛成である」（36.2％）と「どちらかというと賛成である」（41.2％）を合わせた『賛成である』

（77.4％）は８割近くとなっている。一方、「どちらかというと反対である」（4.6％）と「反対である」

（1.1％）を合わせた『反対である』（5.7％）は１割未満となっている。 

 

  

36.2 41.2 4.6

1.1

16.9

ｎ

(1,443)

(%)

賛
成

で
あ

る

ど
ち

ら
か

と

い
う

と
賛

成

で
あ

る

ど
ち

ら
か

と

い
う

と
反

対

で
あ

る

反
対

で
あ

る

無
回

答

25.9 47.3 16.4 3.2 7.3

ｎ

(1,443)

(%)

賛
成

で
あ

る

ど
ち

ら
か

と

い
う

と
賛

成

で
あ

る

ど
ち

ら
か

と

い
う

と
反

対

で
あ

る

反
対

で
あ

る

無
回

答

賛成である（73.2％）   反対である（19.6％） 

賛成である（77.4％）   反対である（5.7％） 
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（４）限られた財源の中で公共施設を維持するためにすべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）で「どちらかというと反対である」または「反対である」と回答した82人に、限られた財源

の中で公共施設を今までどおり維持または増やすためにすべきことについて聞いたところ、「他の公共

サービスを削減して財源を確保する」（39.0％）が約４割で最も高かった。次いで、「施設の利用料や

使用料を高くして財源を確保する」（26.8％）が高くなっている。 

 

（５）公共施設の「集約化」への考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「賛成である」（30.5％）と「どちらかというと賛成である」（48.7％）を合わせた『賛成である』

（79.2％）は約８割となっている。一方、「どちらかというと反対である」（8.7％）と「反対である」

（2.6％）を合わせた『反対である』（11.3％）は１割以上となっている。 

 

  

30.5 48.7 8.7

2.6

9.5

ｎ

(1,443)

(%)

賛
成

で
あ

る

ど
ち

ら
か

と

い
う

と
賛

成

で
あ

る

ど
ち

ら
か

と

い
う

と
反

対

で
あ

る

反
対

で
あ

る

無
回

答

賛成である（79.2％）   反対である（11.3％） 

無回答

n=(82)  

他の公共サービスを削減して
財源を確保する

施設の利用料や使用料を
高くして財源を確保する

増税して財源を確保する

地方債を発行するなどして
借金をして財源を確保する

その他

39.0

26.8

11.0

6.1

18.3

8.5

0 10 20 30 40 (%)
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（６）公共施設の「長寿命化」への考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「賛成である」（36.9％）と「どちらかというと賛成である」（48.2％）を合わせた『賛成である』

（85.1％）は８割半ばとなっている。一方、「どちらかというと反対である」（5.5％）と「反対である」

（1.0％）を合わせた『反対である』（6.5％）は１割未満となっている。 

 

（７）重点的に見直すべき施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「利用者が少ない施設」（64.0％）が６割半ばで最も高かった。以下、「高い維持費用がかかってい

る施設」（45.5％）、「建物や設備の老朽化が進んでいる施設」（45.0％）、「近い範囲に同じような公共

施設が重複している施設」（38.4％）の順になっている。 

 

  

36.9 48.2 5.5

1.0

8.5

ｎ

(1,443)

(%)

賛

成

で

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

賛

成

で

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

反

対

で

あ

る

反

対

で

あ

る

無

回

答

賛成である（85.1％）   反対である（6.5％） 

n=(1,443)  

利用者が少ない施設

高い維持費用がかかっている施設

建物や設備の老朽化が進んでいる施設

近い範囲に同じような公共施設が重複している施設

利用者が固定化していて
一部の個人・団体が使うことが多い施設

交通の便が悪い場所にある施設

民間で同様のサービスが
提供されている施設

その他

無回答

64.0

45.5

45.0

38.4

28.8

24.9

15.8

0.2

6.3

0 20 40 60 80 (%)
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（８）市が将来にわたり優先的に維持すべき施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子育て支援施設（保育園、学童クラブ、児童センター等）」（39.2％）が約４割で最も高かった。

以下、「スポーツ・レクリエーション系施設（体育館、スポーツセンター、野球場、プール、武道場

等）」（37.6％）、「市民文化系施設（市民交流センター、松原町コミュニティセンター、市民会館・公

民館等）」（36.0％）、「学校教育系施設（小学校、中学校、学校給食共同調理場）」（35.1％）、「社会教

育系施設（市立会館、図書館等）」（33.8％）の順になっている。 
 

  

その他
（駐輪場、駐車場、駅エレベーター・エスカレーター等）

公営住宅
（市営住宅）

産業系施設
（勤労商工市民センター）

無回答

n=(1,443)  

子育て支援施設
（保育園、学童クラブ、児童センター等）

スポーツ・レクリエーション系施設
（体育館、スポーツセンター、野球場、プール、武道場等）

市民文化系施設
（市民交流センター、松原町コミュニティセンター、市民会館・公民館等）

学校教育系施設
（小学校、中学校、学校給食共同調理場）

社会教育系施設
（市立会館、図書館等）

保健・福祉施設
（高齢者福祉センター、保健福祉センター等）

公園
（都市公園、児童遊園）

行政系施設
（本庁舎、東部出張所、昭和町分室、区画整理事務所）

39.2

37.6

36.0

35.1

33.8

21.9

17.0

16.1

14.4

7.3

1.8

10.7

0 10 20 30 40 50
(%)
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（９）市が将来にわたり優先的に見直すべき施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「産業系施設（勤労商工市民センター）」（43.8％）が４割以上で最も高かった。以下、「公営住宅

（市営住宅）」（35.0％）、「行政系施設（本庁舎、東部出張所、昭和町分室、区画整理事務所）」

（23.8％）、「市民文化系施設（市民交流センター、松原町コミュニティセンター、市民会館・公民館

等）」（20.7％）の順になっている。 

 

  

n=(1,443)  

産業系施設
（勤労商工市民センター）

公営住宅
（市営住宅）

行政系施設
（本庁舎、東部出張所、昭和町分室、区画整理事務所）

市民文化系施設
（市民交流センター、松原町コミュニティセンター、市民会館・公民館等）

公園
（都市公園、児童遊園）

社会教育系施設
（市立会館、図書館等）

その他
（駐輪場、駐車場、駅エレベーター・エスカレーター等）

スポーツ・レクリエーション系施設
（体育館、スポーツセンター、野球場、プール、武道場等）

保健・福祉施設
（高齢者福祉センター、保健福祉センター等）

学校教育系施設
（小学校、中学校、学校給食共同調理場）

子育て支援施設
（保育園、学童クラブ、児童センター等）

無回答

43.8

35.0

23.8

20.7

13.7

13.6

12.3

12.1

10.3

9.1

6.7

20.9

0 10 20 30 40 50
(%)
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（１０）再配置の際に優先すべき基準や範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「同種の施設間の距離」（45.3％）が４割半ばで最も高かった。以下、「人口密度や、地域人口の予

測」（38.9％）、「最寄駅を中心とした範囲」（38.3％）の順になっている。 

 

 

（１１）再配置後に使用しなくなる施設の有効利用法 

 

 

 

 

 

 

 

 

「民間企業等への有償貸出」（37.2％）が４割近くで最も高かった。以下、「売却等による処分」

（26.0％）、「維持管理のかからない施設への転用」（24.0％）の順になっている。 

 
 
 
 

  

37.2 26.0 24.0

1.3

11.5

ｎ

(1,443)

(%)
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設
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転

用 そ
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他

無

回

答

n=(1,443)  

同種の施設間の距離

人口密度や、地域人口の予測

最寄駅を中心とした範囲

地域の地理（幹線道路や川等）

小学校の通学区域

中学校の通学区域

自治会の区域

町の境（街区）

その他

特にない

無回答

45.3

38.9

38.3

21.1

20.8

11.4

11.0

10.2

0.9

10.6

10.4

0 10 20 30 40 50 (%)
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（１２）市内の公共施設の年間利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「よく利用している（週１回以上）」と「利用している（月１回以上）」と「時々利用している（年

に数回）」を合わせた『利用している』と回答した割合が高い項目は、「その他（駐輪場、駐車場、駅

エレベーター・エスカレーター等）」（81.1％）、「行政系施設（本庁舎、東部出張所、昭和町分室、区

画整理事務所）」（58.1％）、「公園（都市公園、児童遊園）」（50.6％）となっている。  

行政系施設
（本庁舎、東部出張所、昭和町分室、区画整理事務所）

公営住宅(市営住宅)

公園
（都市公園、児童遊園）

その他
（駐輪場、駐車場、駅エレベーター・エスカレーター等）

産業系施設
（勤労商工市民センター）

学校教育系施設
（小学校、中学校、学校給食共同調理場）

子育て支援施設
（保育園、学童クラブ、児童センター等）

保健・福祉施設
（高齢者福祉センター、保健福祉センター等）

n = (1,443)

市民文化系施設
（市民交流センター、松原町コミュニティセンター、

市民会館・公民館等）

社会教育系施設
（市立会館、図書館等）

スポーツ・レクリエーション系施設
（体育館、スポーツセンター、野球場、プール、武道場等）

4.6

4.6

0.6
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2.1
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7.4

29.9

9.8
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6.0

0.7

11.1

23.1

31.2

22.9

5.3

4.7

4.0

16.1

50.4

1.3

32.1

28.1

49.5

62.9

87.2

81.9

82.0

73.4

36.5

90.1

43.4

14.1

4.9

5.0

5.5

5.8

6.0

6.0

5.5

6.4

6.0

4.9

(%)
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